
津波警報のあとすぐに高所に避難していれば、助かった命も
あったであろうことが、多くの悔恨を残した東日本大震災。
悲劇を繰り返さないために、津波被害が想定される地域で、
避難経路の周知と避難の習慣を付かせたい。

対象住民の3割にあたる約1500人が参加したこのイベントは、
テレビ、新聞、webで多く露出され、あたらしい防災アクションの
形として注目が集まった。
また各地方自治体からの反響も大きく、今後は津波被害が
想定される日本各地への展開が予定されている。

仙台東部道路が、臨時避難所として開放された。
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避難所の中学校へカケアガレ！自動車専用道路へカケアガレ！ 婦人会・自衛隊による炊き出しがふるまわれ、イベントも開催された。
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背景 成果

みんなで実際に避難場所まで駆け上がってみる避難訓練と、
防災グッズの展示・販売などをミックスした、
新しいエンターテインメントイベントを開発した。
いやいや参加する避難訓練ではなく、楽しみながら自主的に
参加できるようにすることで、避難訓練を習慣化していく。

アイデア

地域 を元気にする
避難訓練エンターテインメント、
宮城・岩沼市からスタート。。
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■タイトル ��「カケアガレ！⽇日本 　」�
��津波避難のための防災・減災シンポジウム�

�
■開催⽇日時 ��平成26年年2⽉月16⽇日（⽇日）�

��13：00〜～16：00（12：30開場）�
�
■開催会場 ��ＫＫＲホテル仙台 　2Ｆ蔵王�

��〒980-‐‑‒0012 　宮城県仙台市⻘青葉葉区錦町1丁⽬目8番17号�
 　 　 　 　 　 ��TEL:022-‐‑‒225-‐‑‒5201�
�
■開催内容 ��①基調講演「避難することが命を守る」�

�� 　東北北⼤大学災害科学国際研究所 　所⻑⾧長 　平川 　新様�
��②ご挨拶�
�� 　復復興⼤大⾂臣  福島原発事故再⽣生総括担当 　根本 　匠様�

 　 　 　 　 　 ��③カケアガレ！⽇日本の取組み紹介�
�� 　河北北新報社 　営業部 　副部⻑⾧長 　⽊木村 　浩⼈人様�
��④報告②「避難⾏行行動要⽀支援者の津波避難誘導」�
�� 　株式会社 　ミライロ 　副社⻑⾧長 　⺠民野 　剛郎郎様�
��⑤報告③「⾞車車をつかった津波避難」�
�� 　東北北⼤大学災害科学国際研究所 　助⼿手 　安倍 　祥様�
��⑥報告④「津波避難における釜⽯石市の取組み」�
�� 　岩⼿手県釜⽯石市 　防災危機管理理課 　防災係⻑⾧長 　猪⼜又 　博史様�
��⑦報告①「歌津中学校における避難所運営訓練」�
�� 　南三陸陸町⽴立立歌津中学校 　主幹教諭 　及川 　敦様�
��⑧パネルディスカッション�
��「地域特性に応じた津波避難、その課題と対策」�

 　 　 �� 　〈コーディネーター〉�
�� 　 　東北北⼤大学災害科学国際研究所 　副所⻑⾧長：今村 　⽂文彦�
�� 　〈パネリスト〉�
�� 　 　南三陸陸町⽴立立歌津中学校 　主幹教諭：及川 　敦�
�� 　 　株式会社 　ミライロ 　副社⻑⾧長：⺠民野 　剛郎郎�

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 � 　 　東北北⼤大学災害科学国際研究所 　助⼿手：安倍 　祥�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 � 　 　岩⼿手県釜⽯石市 　防災危機管理理課 　防災係⻑⾧長：猪⼜又 　博史�

��⑩閉会挨拶 　�
��⑪展⽰示パネル�

�
■主催 ��カケアガレ！⽇日本 　企画委員会�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（河北北新報社、東北北⼤大学災害科学国際研究所）�
 　�
■後援 � 　 　 　 　 　 �復復興庁�
�
■定員 ��95名�
�

■開催概要 


